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地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー

花
植
え

地
域
の
方
の
ご
紹
介

　

４
月
８
日
（
金
）
和
ご
こ
ろ
の
皆
さ
ん
が
木
山

仮
設
団
地
東
集
会
所
の
花
壇
に
花
植
え
を
さ
れ
ま

し
た
。
普
段
は
週
に
１
回
小
物
作
り
の
活
動
を
さ

れ
て
い
ま
す
。「
思
い
出
い
っ
ぱ
い
で
お
世
話
に

な
っ
た
木
山
仮
設
団
地
に
何
か
恩
返
し
が
し
た
い
」

「
も
う
す
ぐ
６
年
経
つ
の
で
キ
レ
イ
に
し
て
迎
え
た

い
」
と
皆
さ
ん
汗
を
か
き
な
が
ら
作
業
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

４
月
14
日
に
追
悼
イ
ベ
ン
ト
に
来
ら
れ
た
方
か

ら
も
「
花
が
あ
る
と
心
が
和
む
ね
」
と
い
っ
た
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
町
外
の
み
な
し
仮
設
住
宅
か
ら
益
城

町
へ
自
宅
再
建
を
さ
れ
た
森
川
重
光
さ
ん
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
森
川
さ
ん
は
、
２
月
に
み
な
し
仮
設

住
宅
か
ら
元
々
の
生
活
地
で
あ
っ
た
杉
堂
へ
戻
っ

て
来
ら
れ
ま
し
た
。

み
な
し
仮
設
住
宅
で
の
生
活
は
い
か
が
で
し
た

か
？

　

西
原
村
の
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
若

い
家
族
が
多
く
、
子
ど
も
の
誕
生
や
成
長
を
見
守

る
程
の
付
き
合
い
が
で
き
ま
し
た
。
自
分
が
救
急

搬
送
さ
れ
た
時
も
、
み
ん
な
心
配
し
て
く
れ
、
と

て
も
よ
い
環
境
で
生
活
で
き
ま
し
た
。

杉
堂
に
戻
っ
て
か
ら
は
ど
う
で
す
か
？

　

地
元
に
戻
っ
て
き
て
知
っ
た
顔
ば
か
り
で
安
心

し
ま
す
。
週
に
３
回
程
散
歩
を
し
て
お
り
、
お
勧

め
の
場
所
の
１
つ
に
潮
井
自
然
公
園
が
あ
り
ま
す
。

整
備
の
工
事
が
始
ま
り
今
か
ら
完
成
が
楽
し
み
で

す
。
他
に
は
頭
の
体
操
で
株
を
す
る
の
が
日
課
に

な
っ
て
い
ま
す
。
杉
堂
は
人
も
環
境
も
と
て
も
良

く
住
み
や
す
い
場
所
で
す
よ
。



３

赤
十
字
運
動
に
つ
い
て

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

赤
十
字
の
歴
史

安
全
委
員
委
嘱
及
び
安
全
委
員
会

　

今
回
は
５
月
か
ら
始
ま
っ
た
赤
十
字
運
動
に
つ

い
て
、
そ
の
歴
史
と
熊
本
県
支
部
の
主
な
活
動
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
は
、
１
８
７
７
年
（
明
治
10
年
）

の
西
南
戦
争
の
最
中
に
設
立
さ
れ
た
「
博
愛
社
」

と
い
う
救
護
団
体
が
、
そ
の
前
身
と
な
っ
て
い
ま

す
。
日
本
赤
十
字
社
創
設
者
の
佐
野
常
民
が
身
分

に
関
係
な
く
患
者
は
平
等
に
診
る
の
だ
と
い
う
思

想
を
具
体
化
し
た
も
の
が
日
本
赤
十
字
社
で
す
。

　

熊
本
が
赤
十
字
発
祥
の
地
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
、
５
月
に
活
動
資
金
の
募
集
を
行
う
の
は
こ
の

た
め
で
す
。

日
本
赤
十
字
社
熊
本
県

支
部
の
活
動

国
内
災
害
救
護
活
動

　

全
国
に
常
備
救
護
班
体
制
を
整
え
、
被
災
地
で

い
ち
早
く
医
療
救
護
活
動
を
行
い
ま
す
。
定
期
的

な
訓
練
・
研
修
や
救
援
物
資
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

国
際
活
動

　

世
界
各
地
で
頻
発
す
る
自
然
災
害
や
紛
争
に
対

し
、
救
援
要
員
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
発
展
途

上
国
の
開
発
協
力
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

救
急
法
等
の
講
習

　

人
々
の
生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
赤
十
字
講

習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

赤
十
字
奉
仕
団

　

地
域
奉
仕
団
、
青
年
奉
仕
団
、
特
殊
奉
仕
団
が

あ
り
、
赤
十
字
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も
に
赤

十
字
の
事
業
・
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。

青
少
年
赤
十
字

　

園
児
か
ら
高
校
生
を
対
象
に
、「
健
康
・
安
全
」

「
奉
仕
」「
国
際
理
解
・
親
善
」
を
実
践
目
標
と
し

て
、
子
ど
も
た
ち
の
「
気
づ
き
・
考
え
・
実
行
す
る
」

力
を
は
ぐ
く
み
ま
す
。

看
護
師
養
成

　

災
害
時
に
、
看
護
専
門
職
と
し
て
役
割
を
発
揮

し
、
地
域
医
療
の
担
い
手
と
し
て
も
活
動
で
き
る

よ
う
、
赤
十
字
精
神
と
最
先
端
の
看
護
技
術
を
身

に
つ
け
た
人
材
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

赤
十
字
思
想
の
普
及

　

人
の
い
の
ち
と
健
康
、
尊
厳
を
守
る
活
動
を
と

お
し
て
、
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
も
っ
て
い
る
、

思
い
や
り
の
心
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
掘
り
起

こ
し
、
ひ
い
て
は
戦
争
の
な
い
平
和
な
世
界
を
創

生
し
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
人
道
・
博
愛
の
精
神
の

も
と
、
こ
の
よ
う
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
22
日
（
金
）
に
安
全
委
員
委
嘱
状
交
付
式

及
び
安
全
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

安
全
委
員
で
構
成
さ
れ
た
安
全
委
員
会
で
は
、

無
事
故
就
業
を
目
標
に
作
業
現
場
の
安
全
確
認
の

た
め
、
毎
月
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
会
員
一
人
ひ
と
り
が
安
全
に
対
す
る

意
識
を
よ
り
一
層
高
め
る
た
め
、
前
年
度
か
ら
「
安

全
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
、
全
会
員
へ
周
知
、

配
布
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
安
全
委
員
６
名
（
う
ち
１
名
欠
席
）

に
委
嘱
状
を
交
付
し
、
前
安
全
委
員
の
活
動
状
況

の
共
有
と
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
時
の
注
意
事
項

等
を
確
認
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
安
全
就
業
を
第

一
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

入会希望の方へ

　現在、当センターでは、事前予約制による個別入会
説明会を実施しています。入会をご希望の方や活動に
ついて詳しく知りたい方は事前にご連絡ください。

問　益城町シルバー人材センター
　　☎ 096-289-6092
　　場所　木山仮設団地北集会所内事務所
　　　　　（益城町木山 866-1） 写真右から、山本美登司さん（安全委員長）、山本紀昭さん（副

委員長）、山本修さん、日野九州男さん、松本職員



心
配
ご
と
相
談

　

日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
配
ご
と
に
対
し
て

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

個
別
面
談
以
外
で
も
、
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

日
時　

毎
週
水
曜
日

　
　
　

10
時
か
ら
12
時
、
13
時
か
ら
15
時

電
話　

０
８
０
‐
８
４
２
７
‐
８
９
８
１

　
　
　
（
開
設
時
間
の
み
）

場
所　

役
場
仮
設
庁
舎
１
階
相
談
室

※ 

相
談
員
は
左
記
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
変
更

に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問　

地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
２
８
９
‐
６
０
９
２

　
　
　
　

２
８
９
‐
６
０
９
０

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）

　

Ｃ
Ｓ
Ｗ
は
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら

な
い
悩
み
ご
と
や
困
り
ご
と
を
受
け
止
め
、
支
援
機

関
と
の
連
携
や
制
度
・
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
な
が
ら

困
り
ご
と
の
解
決
に
向
け
た
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。

　

ご
相
談
は
、
高
齢
、
障
が
い
、
子
ど
も
、
生
活
困

窮
な
ど
分
野
の
枠
組
み
に
捉
わ
れ
ず
、
包
括
的
に
受

け
止
め
て
ご
本
人
や
ご
家
族
と
困
り
ご
と
の
解
決
に

向
け
て
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

福
祉
に
対
す
る
相
談
や
暮
ら
し
の
中
で
の
困
り
ご

と
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｗ
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
２
８
９
‐
６
０
９
０

ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口

「
ひ
き
こ
も
り
」
で
困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
「
ひ
き
こ
も
り
」
は
、
誰
に
で
も
起
こ
り
え
ま
す
。

特
別
な
こ
と
で
も
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
悩
み
や
苦
し
み
を
抱
え
る
前
に
「
お
悩
み
」
や

「
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
」
な
ど
、
あ
な
た
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ご
家
族
か
ら
の

相
談
や
お
知
り
合
い
の
方
か
ら
の
相
談
も
お
受
け
し

ま
す
。
ど
の
よ
う
な
制
度
が
あ
る
か
の
お
尋
ね
だ
け

で
も
構
い
ま
せ
ん
。

　

相
談
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

地
域
福
祉
課

　
　

☎
２
１
４
‐
５
５
６
６

　

県
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
る
こ
こ（
☎

３
８
６
‐
１
１
７
７
）
で
も
相
談
可
能
で
す
。

も
の
忘
れ
相
談
室

　

認
知
症
に
関
す
る
悩
み
や
不
安
を
一
緒
に
考
え
、

医
療
機
関
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
、
必
要
な
機
関
に
ご

紹
介
す
る
相
談
室
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
介

護
に
対
す
る
悩
み
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
日　

６
月
21
日
（
火
）

　
　
　
　

13
時
30
分
か
ら　

14
時
30
分
か
ら

　
　
　
　

15
時
30
分
か
ら

場
所　

役
場
仮
設
庁
舎
１
階
会
議
室

※ 

事
前
予
約
制
で
す
。

問　

地
域
福
祉
課

　
　

☎
２
１
４
‐
５
５
６
６

当
協
議
会
で
行
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や
相
談
日

等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
お
気
軽
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

４



５

地域福祉塾　受講生募集

地域サロン応援隊養成講座　受講生募集
　隣近所の方とのつながりが希薄になっているこのご時世、子育て世代も高齢世代も一緒になって住み慣れた地域をもっとよくし
ていきませんか？
　今回、各地区の公民館で行われている地域サロンでお手伝いをしてくださる「応援隊」を募集しています。自分たちの住んでい
る地域のサロンを一緒に盛り立てていきませんか。

【募集内容】
※ コロナ禍の状況により延期や中止となる場合があります。

　募集人数：２０名　　　　　　　　　　参加費：無料

　場　　所：益城町公民館飯野分館（益城町砥川 1735-1）
　　　　　　※ ７月７日（木）のみ益城町保健福祉センター「はぴねす」

　時　　間：１３時３０分から１５時

　対  象  者
　　・益城町在住の方で、居住地の地域サロンで実践していただける方
　　・基本的に４回の講座と９月実施予定のフォローアップ講座に出席可能な方
　　・８月～９月に地域サロンに参加し、実践できる方

お問い合わせ
　地域福祉課　☎ 096-214-5566

昨年度の講座の様子

　超高齢社会において、地域で必要とされる活動や支援は様々です。町の実情等を知り、介護保険制度や福祉活動を学び地域の担
い手として、これからの益城町の地域活動を一緒に考え、「あったらいいな～」を形にして、一緒に活動に取り組みませんか。

【募集内容】
※ コロナ禍の状況により延期や中止となる場合があります。

　募集人数：１５名程度　　　　　　　　参加費：無料

　場　　所：益城町保健福祉センター「はぴねす」工作室（益城町惣領 1470）
　　　　　　または益城町交流情報センター「ミナテラス」視聴覚室（益城町
　　　　　　木山 236）

　時　　間：１０時から１２時まで（２時間程度）

　対  象  者
　　・益城町在住の方　・地域活動が可能な方
　　・自主活動等をお考えの方
　　・基本的には講座１０まで出席可能な方

　講座内容
　　・地域福祉について　・高齢者の地域見守り　・集いの場の必要性
　　・安心して暮らせる地域づくり（災害時の助け合い）
　　・介護保険制度　・認知症　・成年後見制度　・お出かけ支援
　　・復興地域づくり　・活動体験

お問い合わせ
　地域福祉課　☎ 096-214-5566



６

場所：寺中公民館　日時：毎月第４木曜日　１３時３０分～場所：川内田公民館　日時：毎月第３金曜日　１０時～
◇川内田朝来サロン◇川内田朝来サロン ◇寺中アヤメサロン◇寺中アヤメサロン

場所：公民館きやま座　日時：毎月第２月曜日　１３時３０分～場所：下砥川公民館　日時：毎月第４木曜日　１０時～
◇下砥川サロン美守る会◇下砥川サロン美守る会 ◇蛭子町サロンよかばーい◇蛭子町サロンよかばーい

　地域サロンでは、地域で生活している高齢者や住
民が気軽に集まり、介護予防に取り組むことで、閉
じこもりの防止や見守り、また仲間づくりや社会参
加を目的として活動されています。

～つながる地域 ・住みよいまち～～つながる地域 ・住みよいまち～

地域サロン地域サロン

講座は毎月第４日曜日。時間と
場所は下記までご連絡ください。
☎ 090-1084-8982（本田）

　誰もが安心して暮らせるまちづくりを支えている活動を
紹介します。

　「はっぴーエンジェル」は、助産師の経歴をお持ちの本田菜穂子代表を始め、
益城の子育てを応援したい仲間が集まって令和３年１１月に発足しました。
子育て中のママやパパ、身近な家族をはじめ、地域社会の母乳育児への理解
が深まり、ママたちが不安なくスムーズに母乳育児のスタートができるよう
に「おっぱい育児を学ぶパパママ教室」を開催されています。
　講座に参加したお母さんは「母乳がうまくいかず悩んでいた
時にこの教室を知って、相談もしやすいし、実践しながら、今
ではコツをつかんでスムーズに母乳育児ができるようになりま
した」と話してくださいました。

益城町子育て応援友の会　はっぴーエンジェル
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